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研究成果の概要（和文）：感性評価で頻繁に利用される意味微分法 (semantic differential 

method) により抽出される E (評価性)、A (活動性)、P (力量性) の基本的因子は、様々な文化

や対象を越えて広く存在することが認められているので、固有の安定した脳内基盤をもつ可能

性が高い。ニューロイメージング (fMRI) を用いて、E, A, P の主要な感性次元が特定の異な

った脳内基盤を持つことをはじめて明らかにした。 

 

研究成果の概要（英文）：Affective meanings aroused by various objects can be quantified by the 

semantic differential (SD) technique. In this technique, 3 main factors (“Evaluation”, “Activity”, 

and “Potency”) have been consistently extracted irrespective of the differences in objects and the 

cultural differences of participants. Using neuro-imaging (fMRI), we showed that E, A, and P 

produced brain activities in the inferior frontal gyrus, the superior temporal gyrus, and the superior 

frontal gyrus, respectively. Our research is a pioneer work that suggests the psychological 

structures of affective dimensions being distributed in specific areas of the brain. 
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１．研究開始当初の背景 

 心理印象の測定や感性評価で頻繁に利用

される意味微分法 (semantic differential 

method: 以下、SD 法) により抽出される評

価性、活動性、力量性の基本的因子は、様々

な文化圏や対象を越えて広く存在すること

が認められているので、固有の安定した脳内

基盤をもつ可能性が極めて高い。SD法の考案

者である Osgood (1960) は，SD 法に関わる

のは共感覚やメタファーに基づいた情緒的
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意味システムであり、それが媒介変数として

出力と入力の間に介在するとするモデルを

立てた。ところが、SD 法に関連した脳活動

を実際に測定した研究は、脳波における事象

関連電位よる研究（Skrandies, Chiu, & Lin, 

2004）などがあるものの、非常に少ないのが

現状であった。最近、Schaefer and Rotte 

(2010) は fMRI を用いて、製品ブランドの

SD 法による評定を行っているときの脳活動

を計測したが、そこでは社会的適性と呼ばれ

る因子と力量性因子しか取りあげられなか

った。本研究課題は SD 法によって抽出され

る基本 3因子の脳内基盤を体系的に明らかに

するはじめての試みである。 

 

２．研究の目的 

  Osgood が SD 法を考案してから約 50 年以

上が過ぎた現在、 fMRI などのニューロイメ

ージング技法を駆使して、現在までブラック

ボックスのままになっている情緒的意味シ

ステムの中身を透視し、対象や文化の違いに

依存せずに、E (評価性)、A (活動性)、P (力

量性) の主要な感性次元が特定の異なった

脳内基盤を持つことを世界に先駆けて明ら

かにすることが本研究の目的である. 

 

３．研究の方法 

 まず、鈴木･行場(2003)で用いられた線画

刺激について、予備調査における評定値をも

とに、3因子の特性について、それぞれ強い、

中程度、弱い刺激を選び出した。 

 形容詞尺度は、予備調査のうち各因子にお

いて因子負荷量の高い上位 3尺度ずつを抽出

したものであった。評価性は‘醜い－美しい’

‘快い－不快な’‘にごった－澄んだ’、活動

性は‘静かな－にぎやかな’‘地味な－派手

な’‘動的な－静的な’、力量性については‘硬

い－柔らかい’‘なめらかな－とげとげした’

‘ゆるんだ－緊張した’であった。 

 各参加者は 1.5-T MRI (Siemens) 内にて撮

像された。fMRI実験のシーケンスは次の通り

であった。まず評定に用いた形容詞対を指示

する教示画面が 2000 ms 提示され、その後に

画面中央に線画刺激、画面下に形容詞対が同

時に 2500 ms 提示された。その後に 1000 ms

のブランク画面をはさんで次試行へと進ん

だ。実験参加者の課題は、教示画面および線

画刺激下に提示される形容詞対尺度にした

がって、ブランク画面が終了するまでに線画

刺激の印象を SD評定することであった。 

 データの解析は SPM5を用いて行われ、参

加者の体動による位置ずれの補正、MNIテン

プレートを用いて標準化、8-mm ガウシアン

カーネルで平滑化を行った。グループ解析の

方法には、Random effect analysisを用いた。 

 同様の実験は、俳句を言語刺激として提示

し、その俳句の印象の SD評定を同様の形容

詞対を用いて行う課題でも行われた。 

 

４．研究成果 

 評価性因子に属する形容詞対で評定を行

っているときには，下前頭回，眼窩前頭前野

などに有意な活性化が見られた．これらの部

位は，美しい音楽や絵画を鑑賞したときにも

活性化が報告されており，美感や快に対応す

る情動や報酬価の判断に関連した領野が評

価性因子に関与することが確認された．活動

性因子に関連する形容詞対の評定では，NIRS 

を用いた先行研究  (Suzuki, Gyoba, and 

Sakuta, 2005)と同じように，聴覚連合野に

対応する両側の上側頭回周辺や、運動制御に

かかわる左中心前回が高い活動を示した。さ

らに空間や方位情報処理に関連するといわ

れる楔前部付近にも有意な活性化がみられ

た．力量性因子の場合には，NIRS の実験結

果とやや異なって，左縁上回に活性化がみら

れた．この付近の領域は音韻や視覚･運動情

報の系列的処理や多感覚的処理に関与する

ことが知られている．また，右の上前頭回付

近にも活性化が見られたが，この領域は情動

（特に痛みなど）の予期に関与することが報

告されている． 

 上述の結果は，線画の印象に関する SD 評

定中の脳活動について得られたものである

が，俳句を文字刺激として提示し，俳句に関

する印象を SD 評定中の脳活動も同様に 

fMRI で計測した．その結果、評価性では下

前頭回，中側頭回，中前頭回が，活動性では

中前頭回，線条体，中前頭回が，力量性では

中前頭回，線条体，下前頭回の活動が見られ

た。活性化した脳内部位に多少の違いはある

ものの，線画と俳句という素材は異なっても、

評価性、活動性、力量性にかかわる評定で、

因子に特徴的な脳活動が存在することを示

唆するものである。                    

 SD 法により抽出される評価性，活動性，

力量性の基本的感性次元は，様々な文化圏や

対象を越えて広く存在することが認められ



 

 

ているので，固有の安定した脳内基盤をもつ

可能性が高い．Osgood 自身は，SD 法に関わ

る脳領域について，情緒的意味システムは視

床下部，網様体，または辺縁系の非特殊投射

系や，前頭葉におけるそれらの皮質結合と深

く関連しているだろうと推測した（Osgood，

1960）．しかし具体的に脳内基盤を検討した

研究はなかった。Osgood が SD 法を考案して

から約 50 年が過ぎた現在，本研究により当

初のブラックボックスモデルの中身がしだ

いに明らかになり，E（評価性），A（活動性）， 

P（力量性）の主要次元が異なった所定の脳

内基盤を持つことがしだいに明らかになり

つつある． 

 今後、これらの知見を総合して、「感性統

合モデル」の構築する課題が残されている。

例えば、視･聴･痛覚などの多感覚統合処理や

運動プランニングなどが、動静や剛柔にかか

わる活動性や力量性因子の基盤となり、さら

に、これらのモジュールからの出力を統合す

る形で、評価因子が下前頭回や眼窩前頭前野

の活動と結びついており、好みや美感にかか

わる感性が最終的に形成されるモデルが考

えられる。 
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